
いんふぉめーしょん
＜見学会のお知らせ＞

わたらせ渓谷鉄道を訪ねる
トロッコ列車撮影と乗車、足尾銅山見学の旅

開催日　６月８日（土）＊はがきでのお知らせでは（日）となって　　　　おりましたが、正確には、（土）の間違いです。訂正の上　　　　お詫びいたします。
集合　　わたらせ渓谷鉄道神戸（ごうど）駅10時35分＊神戸駅まで東武鉄道ご利用の方は、浅草発7:50分（赤城特急りょうも
う３号）→相老駅9:38分着/ここでわたらせ渓谷鉄道に乗り換え/相老
駅9:52分発→神戸駅10:33分着
（浅草〜相老間の運賃は特急券を含め片道2300円）＊JR利用の場合は、東北本線小山駅(8:21分発)、もしくは高崎線高崎駅
（8:37分発）から両毛線を利用し、桐生下車/ここでわたらせ渓谷鉄道
に乗り換え/桐生駅発9:42分→神戸駅着10:33分（運賃/ホリデー切符　
＜2040円＞を利用し、小山経由で桐生までプラス950円、高崎経由で桐
生までプラス1280円＜いずれも片道プラス分＞）＊わたらせ渓谷鉄道内は「わたらせ渓谷鉄道１日フリー切符」大人1800円子供800円が便利です。
行程 神戸で静態保存してある列車レストランを見学。
＜ここからコース別＞メインコース（トロッコ列車撮影）　神戸10:58→小中11:02（下車）徒
歩にて吊り橋を渡り対岸の撮影地まで約1.5��/小中12:44→通洞13:25
（そのまま間藤13:31まで乗車し、終着駅等を見学し、間藤13:43で足尾
までもどり、そこからトロッコ列車<足尾14:22>乗車も可能）オプションコース（足尾銅山見学）神戸11:41→通洞12:11/トロッコ列車
に乗り坑内を見学/時間により、通洞14:26のトロッコ列車に乗車するか、
通洞13:25の下り列車でメインコースと合流する/足尾14:22もしくは通
洞14:26よりトロッコわたらせ渓谷号乗車/水沼駅で下車しせせらぎの湯
で温泉に立ち寄る予定でしたが、現在リニューアルのため閉鎖中とのこと
です/→大間々駅15:41分着/ここで解散/トロッコはここまで/大間々
駅発15:49分発→相老駅15:59分着（東武鉄道ご利用の方はこちらで下
車）→桐生駅16:04分着（JR両毛線に接続）
＊りょうもう号の指定券は各自手配のこと（トロッコ列車の整理券500円
はこちらで手配）メインコースは要昼食持参。
＊帰りの足＜東武鉄道赤城特急りょうもう号利用の場合＞
相老駅発16:02/17:00/18:04/19:07/20:10/
＜JR両毛線利用の場合＞桐生駅発小山方面
16:30/17:06/17:41/18:17/18:51/19:23/19:45/20:35
桐生発高崎方面16:30/16:53/17:29/18:16/18:50/19:24/20:01
*解散後は各自自由行動ですが、鉄道サークル事務局としては、桐生、も
しくは栃木の町並みを見学し、夕食など食してゆこうと考えております。

申込　６月６日（木）までに、財団宛はがき、もしくは電話03-3214-
2631/FAX03-3214-2633　、鉄道サークルホームページ落書き帳
����://���.246.��.�/!���-��/、または鉄道サークル事務局担
当渡辺一男��������@��.��4�.��.�までメールで申込みのこと。
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＊鉄道サークル会費納入がまだの方は、
　お早めに　お振り込みください。
＊「思い出の写真館」原稿募集中です。
＊次号会報は8月中旬頃発行予定です。

床補修について続報
　５月16日（第3木曜日）に行わ
れた鉄道サークル定例会で、今後
のスハフ43の床補修について話し
合われた。
　まず、P4の床の層構造の箇所で、
　の部分と下の麻布（麻布ではな
く、この部分もリノニウムの一部
分と思われる）の部分がリノニウ
ムである可能性が大きく、　の部
分は何かしらの充填材、もしくは
　の床材を貼り付ける接着剤であ
ると思われる。
　スハフ43-3号車は、床補修の
際、リノニウム部分まできれいに
剥奪した上で補修をしたと思われ、
したがって、2号車より割れて浮い
ているところははるかに少ない。
　今後の補修方法だが、P4のプラ
ンBを採用するが、床の割れた部
分を削り取り、その部分を木片や、
ゴムマットのようなモノで埋め、
その上からリノニウムのような素
材のモノを被せる、という方法で
はなく、床の出っ張っている部分
をグラインダー等で平らに均し、
その上からリノニウムのような素
材のモノを被せる、という方法を
採ることにした。
　これにより、手間が大幅に縮小
されることになり、誰でもできる
ような体制を整え、実行していけ
ることになった。
　リノニウム材（またはそれに近
いモノ）については、建具屋さん
であるメンバーの後藤さんに調達
していただくことになっている。
　４月の補修ボランティアの時に
実験的に削り取った床の部分につ
いては、今月の運転日に、削り
取った箇所に何かしら詰め物をし、
その上からリノニウム材を被せて
応急処置することになった。
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